
香
川
。浜
ノ
町

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
香
川
県
高
松
市
浜
ノ
町

・
錦
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
二
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
古
野
徳
久

。
乗
松
真
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
後
半
ｔ

一
五
世
紀
末
、　
三
ハ
世
紀
末
―

一
人
世

紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浜
ノ
町
遺
跡
は
現
高
松
市
の
海
浜
部
に
位
置
し
、
中
世
後
半
段
階
で
は
砂
堆

上
に
形
成
さ
れ
た
区
画
溝
を
伴

う
集
落
で
あ
る
。
多
量
の
土
錘

と
搬

入
遺
物

盆

器
・
陶
磁

器
・
砥
石
。
結
物
な
ど
）
の
出
土

か
ら
、
網
漁
業
と
物
資
流
通
を

経
営
基
盤
と
し
て
い
た
集
落
と

岱

想
定
で
き
る
。　
三
ハ世
紀
末
に

一局

高
松
城
が
築
か
れ
た
後
、
当
遺

跡
部
分
は
城
下
町
の
一
画
と
し

て
整
備
さ
れ
、　
一
人
世
紀
前
半
ま
で
は
武
家
屋
敷
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

木
簡
は
、
中
世
の
井
戸
二
基
か
ら

一
一
点
、
近
世
の
土
坑

一
基
か
ら

一
点
出

土
し
た
。

Ｓ
Ｅ
四
〇
三
は
、　
一
五
世
紀
中
葉
に
廃
絶
さ
れ
た
井
戸
で
あ
る
。
井
側
は
上

部
が
多
角
形
の
木
枠
、
下
部
が
結
物
の
二
段
確
認
さ
れ
た
。
上
部
に
は
さ
ら
に

一
段
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
井
戸
廃
絶
時
の
井
側
抜
き
取
り
に
際
し
て
土

坑
が
掘
削
さ
れ

（Ｓ
Ｋ
四
〇
八
）、
こ
の
土
坑
中
か
ら
①
ｌ
働
が
、
井
戸
枠
内
の

埋
め
戻
し
土
中
か
ら
０
ｌ
⑩
が
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
土
師
質
土
器

杯

・
足
釜
、
瓦
質
土
器
甕
、
青
磁
椀
、
本
製
柄
杓

・
織
機
、
砥
石
、
碁
石
な
ど

が
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
五
二
〇
は
、　
一
五
世
紀
後
半
に
廃
絶
さ
れ
た
石
組
井
戸
で
あ
る
。
井
戸

廃
絶
に
伴
う
埋
め
戻
し
土
中
か
ら
⑪
が
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
土
師
質

土
器
杯

。
足
釜

。
鋼
、
備
前
捕
鉢
、
飯
蛤
重
な
ど
が
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
三
〇
六
は
、　
一
七
世
紀
初
頭
に
埋
没
し
た
土
坑
で
あ
る
。
埋
土
は
暗
灰

色
か
ら
黒
色
の
粘
土
層
で
、
長
期
間
滞
水
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

土
坑
底
部
付
近
か
ら
多
量
の
木
片
に
混
じ
っ
て
⑫
が
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に

は
、
景
徳
鎮
窯
系
青
花
皿
、
津
州
窯
系
青
花
皿
、
漆
器
椀
、
飯
蛤
重
な
ど
が
あ

之つ
。出

土
状
況
及
び
記
載
内
容
か
ら
、
出
上
し
た
木
簡
は
全
て
呪
符
木
簡
と
考
え

ら
れ
る
。

浜
ノ
町
遺
跡
の
他
、
高
松
平
野
に
お
け
る
呪
符
木
簡
の
出
土
は
、
空
港
跡
地
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遺
跡
Ｓ
Ｄ
ｆ
人
三

（本
誌
第

一
四
号
。
一
五
世
紀
中
葉
―
一
六
世
紀
後
葉
。
香
川
県

教
育
委
員
会
ほ
か

『空
港
跡
地
遺
跡
Ⅳ
』
〈空
港
跡
地
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
四
、
二
〇
〇
〇
年
》
、
東
山
崎

・
水
田
遺
跡
Ｃ
区
Ｓ
Ｄ
二

一
（本
誌

第

一
三
号
。　
三
ハ
世
紀
―
一
七
世
紀
初
頭
。
香
川
県
教
育
委
員
会
ほ
か

『東
山
崎
・
水

田
遺
跡
』
〈高
松
東
道
路
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

一
、　
一
九
九
二

年
》

で
認
め
ら
れ
、
呪
符
木
簡
の
埋
納

（廃
棄
９
じ
は
、　
一
五
世
紀
中
葉
以
降

に
広
が
り

一
七
世
紀
初
頭
以
降
に
み
ら
れ
な
く
な
る
中
世
後
半
に
特
徴
的
な
現

象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
遺
構
出
土
の
働
を
除
い
て
、
区
画
溝
を

伴
う
屋
敷
地
に
関
連
す
る
遺
構
か
ら
の
出
土
で
あ
る
点
も
、
高
松
平
野
で
の
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
八

（ウ
ー
ン
）

ω

　

「ミ
　
迷
故
三
界
当
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ『叉
圏
添

ｏＦ

②

　

「
挙
　
悟
故
十
方
空
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ伽授
器
か

ｏＦ

③

　

「＄
　
本
来
元
東
西
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ受
∞反
∞
寓
騨

い

　

「４
　
何
処
有
南
北
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞奨
鰯
溢

ｏＦ

Ｆ
と

一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢

と
【
□
□
□
□
□
□
□
□

以
此
□
口
□
□
□
日
□
吉
祥
」
　
　
　
牌『蒙
ｍ反
φ
寓
騨

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
〇
三

（ウ
ー
ン
）

０

　

「ミ

迷
故
三
界
当
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞受
∞便
い
Ｐ
Ｐ

Ｏ

　

「
挙
　
悟
故
十
方
空
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞契
∞授
の
Ｐ
Ｐ

①

　

「

傘

　

日

日

― Ｉ

Ｈ

□

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ

∞

要

∞

泉

り

自

Ｐ

Ｏ

　

「
欝

　

何

処

□

□

北

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
∞
受

講

差

ｏ
Ｆ

⑩

　

祠
バ
と

一
切
日
皆
菩

一
切
宿
皆
賢

童

□
□
□
□
徳
□
□
□
□
□

以
此
成
□
□
願
□
□
吉
祥
」
　
　
　
　
ＰΦ反
⇔援
伽
常
解

井
戸
Ｓ
Ｅ
五
三
〇

⑪
　
・

☆
日
日
日
□
是
日
日
日
日
日
□
　
　
」

〔
陳
烈
力
〕

出咄
哩
助
舗
錘
鯉
翻
判
」
　
（こ
×伽悉
昌

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
〇
六

⑫

　

「咄
唄
虻
□
□

（符
篠
）
鬼
急
々
如
律
令
」
　

］ｏ契
驚
≦

ｏｒ

①
ｌ
⑩
は
、
⑪
ｌ
⑬
、
⑪
ｌ
⑩
の
ニ
セ
ッ
ト
の
呪
符
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
上
端
部
を
尖
ら
せ
る
。
⑪
は
表
裏
両
面
に
記
載
が
認
め
ら
れ
る
板
状
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の
呪
符
木
簡
。
上
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
意
図
的
な
切
断
と
は
考
え
が
た

い
。
欠
損
部
、
判
読
不
能
な
文
字
が
多
く
、
記
載
内
容
全
体
は
不
明
で
あ
る
。

⑫
は
上
端
部
を
尖
ら
せ
た
呪
符
木
簡
。
墨
は
全
く
残

っ
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か

に
文
字
の
痕
跡
が
確
認
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
法
に
よ
っ
て

保
存
処
理
済
み
で
あ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
側
香
川
県
置
県
百
年
記
念
財
団

・
香
川
県
歴
史
博
物
館

の
渋
谷
啓

一
・
御
厨
義
道
両
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

香
川
県
教
育
委
員
会
ほ
か

『浜
ノ
町
遺
跡
』
（サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
総
合
整
備
事
業

に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
六
、
二
〇
〇
三
年
）

（乗
松
真
也
）

し
ん
く
ら
ち
ょ
う

徳
島
。新
蔵

町

三
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
新
蔵
町
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
七
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
近
藤
　
理

。
横
田
温
夫

。
湯
浅
文
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
蔵
町
三
丁
目
遺
跡
は
徳
島
城
下
町
遺
跡
の
一
つ
で
、
吉
野
川
を
中
心
と
す

る
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
徳
島
城
下
町
は
、
天

正

一
三
年

（
一
五
八
こ

の
峰

須
賀
家
政
の
阿
波
入
国
以
後
に

築
か
れ
た
徳
島
城
の
周
辺
に
配

置
さ
れ
た
。
街
区
は
、
徳
島

・

福
島

・
寺
島

・
常
三
鳥

・
住
吉

島

。
出
来
島
の
六
つ
の
島
と
、

働

新
町
・富
田
・助
任
前
川
・佐

徳

古
の
各
地
区
か
ら
な
る
。
新
蔵

町
三
丁
目
遺
跡
は

「徳
島
」
に




